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BM」 再再投稿原稿 (050905)和 訳 ver.7
2005有二5月 12 日

表題 :低線量電離放射線被ばく後のがんリスク

ー15ヶ国における後向きコホー ト研究

概 要

目的 :こ の研究は低線量電離放射線の慢性的被ばくによるがんリスク推定値を直接に得るため、

また、環境被ばく、職業被ばく、および医療診断被ばくに対する放射線防護基準の科学的根拠を

強化するために実施された。現在の放射線防護基準は主として、比較的高線量の急性照射を受け

た原爆被ばく生存者の調査研究から導き出されたがんリスク推定値に基づ礎ている。そのため、

長い間その妥当性が議論の的となつている。

研究デザイン :がん死亡率に関する多数国の後向きコホート研究

研究設定 :15ヶ国における原子力産業従事者のコホート 驚≒:.■執.研究設定 :15ヶ国における原子力産業従事者のコホー ト ー
…  …  … ……― …=

研究対象者 :外部被ばくについて個々にモニターされた407691:.スЮ追跡期間
.醸

:夢20万人亀

死因と考えられている。

研究結果 :白血病を除く全がんによる死

認められた 10.97/S、 95%信頼区間轟α14-li197)諭
==喫

煙に関連する死因、および喫煙に関連しない

死因を解析したところ、喫煙に,よ る:変絡が存在するかもしれないが、増加リスクの全てを説明で
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撃ンパ球きそうにないことを示してし基る。■瞑
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-1(a工
)を除く白血病による死亡の過剰相

対リスクは 1.9ysv(9協信頼区間 ;く好惑貌)であわた。これらのリスク推定値によると、この対リスクは 1.9ysv(95%信頼区間;く好惑貌)であわた。これらのリスク推定有

研究における従事者では経
=が為顧毒藝‐1-グ%=:は放射線が原因であるかもしれない。

結論 :これらのウ儀象‐推定値まま「
:原子力産業従事者を対象に実施したこれまでの研究のうち最大

規模の研究ガ華彗得:られぞ
:も

:後:で発″群:現在の放射線防護基準の基盤になっている推定値よりは高

い、しかL/統計的|き権厨等であダ矛盾:していない。これらの結果は、本研究における放射線業務
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型的暮:鐵鐸塾聾i低
線量率の被ばくにおいてさえ、小さいとはいえ過剰がんリス

クが存在する可能性を示し鵞νヽる。


